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背景 。目的

ソルガム紫斑点病 は 1970年頃か ら関
東以南 を中心 に発生が

は広が りつつある。本病 は夏
か ら秋の終 りにかけて発生 し、

精 円形 、大 きさ約
5-20× 2-■ Omの 病斑 を多数生 じる。本病に

で差異があることが知 られて
ぃたため、抵抗性の遺伝様式 を

の育種 に役立てることを目的
とした。
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の抵抗性形質は病斑の拡大を非常
によく抑えるため、

の発生の大幅な抑制が期待でき
る。しかし、本抵抗性

の程度を抑制するタイプであるた
め、生育後期におい

がある。
一遺伝子 による抵抗性形質 はこれ

を侵す レースの出現 によ り
,i覆 病化 すること

るため、本抵抗性 に対するレ
ースの有無を確認する必要がある。
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表 1. ソルガム自殖系統 の紫斑点病に対する反応

抵抗性 系統 罹病性系統

BJ■ 2′  大紅本各′ Fuji A′
Hazera 6020′  I_S.5■ 7′

黒、本各 2号 ′ KS-57、  Rancher
Red Amber′  Rox Orange′
ロゾク′千斤白′
S_D_■ 02′  West■ and′

wheat■ and A

Darset′  Ear■ y― ka■0 926′  F6~3A― ■′
F6-3A-5, F6-3A-9′  I.S.8722′
■,S_2830A′  I.S.■ 0288A′  ■,S.■ 0378A′

I,S_10420A′  M90322′  M90325′  M90394′
M90975′  M91034′  R.S.3048A′  TX2727′
406A(4-DM)′  (932233)A′  (932251)A′
(954■ 49)A

表 2.幼苗温室内検定における Fl、 F2系 統の反応

Fl F2

R   S  χ
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交 配 R S
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0.384
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0.5-0.7
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■24

a)植 物個体数

表 3.幼 苗温室 内検定における戻 し交配系統の反応
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